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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

野
向
町
牛
ヶ
谷
集
落
に
は
、「
大お
お
み
ち
だ
に

道
谷

層そ
う

」
と
呼
ば
れ
る
恐
竜
時
代
末
期
の
地

層
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
層
の

中
に
は
、
丸
い
円え
ん
れ
き礫
や
植
物
化
石
な
ど

が
多
く
含
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
円

礫
こ
そ
が
、
大
陸
か
ら
の
手
紙
「
オ
ー

ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。（
別
の
名
で
「
正せ
い
け
い
が
ん

珪
岩
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
）

● 

円
礫
に
つ
い
て

　

こ
の
円
礫
は
、
日
本
列
島
の
土
台
が

で
き
る
前
に
、
中
国
大
陸
で
「
砂
」
が

固
ま
り
「
石
」
に
な
っ
た
も
の
で
、
勝

山
が
大
陸
に
あ
っ
た
頃
、
河
川
に
よ
り

運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
か
つ
て
、

ア
ジ
ア
大
陸
と
日
本
列
島
が
陸
続
き
で

あ
っ
た
証
で
、
そ
の
形
成
年
代
は
約
５

億
年
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

円
礫
は
二
酸
化
珪
素
（SIO

₂

）
の
塊

で
あ
る
た
め
、
と
て
も
硬
く
ハ
ン
マ
ー

で
叩
い
て
も
簡
単
に
割
れ
な
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。

●
竜
谷
公
園
と
円
礫

　

こ
の
円
礫
と
深
い
関
係
が

あ
る
の
が
、
市
指
定
文
化
財

名
勝
の
野
向
町
竜
谷
公
園
に

あ
る
２
０
０
段
の
石
段
で
す
。

こ
の
石
段
は
、
牛
ヶ
谷
の
石

山
の
粟
石
を
切
り
出
し
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
、
石
段
の
一
部
に
は
、
こ
の
円

礫
が
入
っ
た
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
さ
に
、
竜
谷
公
園
は
大

地
と
地
域
の
歴
史
が
結
び
付
く
場
所
な

の
で
す
。

●
探
そ
う
!!
身
近
な
「
ジ
オ
」

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
歴
史
文
化
は
、

そ
の
地
域
の
大
地
の
成
り
立
ち
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
発
見
、
再
発
見
し
て
き
た
こ
の

よ
う
な
遺
産
を
科
学
的
な
見
地
か
ら
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
生
活
や
風
景
の
中

に
新
た
な
「
ジ
オ
」
が
発
見
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

－第６回－ 大陸からの手紙・野向町牛ヶ谷のオーソコーツァイト－第６回－ 大陸からの手紙・野向町牛ヶ谷のオーソコーツァイト

円礫が入る地層（野向町牛ヶ谷）

石段に含まれる円礫を探す様子
（野向公民館ジオツアーより）

12
月
エ
コ
協
通
信

　

今
回
よ
り
、
新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
で
取
り
組
ま
れ
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ

く
り
勝
山
、
小
原
古
民
家
Ｄ
Ｅ
カ

フ
ェ
Ｆ
Ｕ
Ｔ
チ
ー
ム
、
白は
く
さ
ん山
麓ろ
く

僻へ
き
そ
ん村
塾
勝

山
校
実
行
委
員
会
の
３
団
体
で
す
。

●【
手
づ
く
り
市 

in 

ゆ
め
お
ー
れ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
勝
山

　

５
月
31
日
、
６
月
１
日
の
２
日
間
、
ゆ

め
お
ー
れ
広
場
を
会
場
に
手
づ
く
り
市
を

開
催
し
ま
し
た
。
市
内
は
も
と
よ
り
、
市

外
、
県
外
か
ら
も
ク
ラ
フ
ト
作
家
が
自
慢

の
一
品
を
持
ち
寄
っ
て
テ
ン
ト
市
を
開
き

ま
し
た
。
手
作
り
品
の
体
験
・
販
売
を
趣

味
と
す
る
方
々
に
出
店
を
呼
び
か
け
、
今

回
は
15
店
が
並
び
ま
し
た
。

　

よ
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
多
く

の
方
が
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

●【
小
原
古
民
家
Ｄ
Ｅ
カ
フ
ェ
】

　
　
　
　

小
原
古
民
家
Ｄ
Ｅ
カ
フ
ェ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
チ
ー
ム

　

例
年
取
り
組
ん
で
い
る
古
民
家
修
復
に

加
え
、
新
た
に
福
井
工
業
大
学
生
で
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
民
家
を
喫
茶
店
風
に
整
備

し
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
を
提
供
し
ま
し

た
。
８
月
13
日
か
ら
30
日
ま
で
開
催
し
約

１
０
０
人
近
く
の
来
客
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
客
様
か
ら
は
、

食
べ
物
が
ほ
し
い
と

い
う
声
が
多
か
っ
た

の
で
、
今
後
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
。

●【
新
た
な
出
会
い
と

　
　

心
の
豊
か
さ
を
育
む
人
材
育
成
事
業

「
白
山
麓
僻
村
塾 

勝
山
校
」】

白
山
麓
僻
村
塾
勝
山
校
実
行
委
員
会

　

８
月
30
日
に
朗
読
家
の
青
木
裕
子
さ
ん

を
迎
え
、
イ
ソ
ザ
キ
ホ
ー
ル
に
て
朗
読
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
朗
読
家
と
し
て
知
名

度
の
あ
る
青
木
さ
ん

と
福
井
に
ゆ
か
り
の

あ
る
水
上
勉
氏
の
作

品
と
い
う
こ
と
も
あ

り
市
内
外
よ
り
64
名

の
申
し
込
み
が
あ

り
、
大
変
好
評
で
し

た
。

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
１
０
１
１
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田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

今
年
も
多
く
の
方
が
勝
山
市
を
訪
れ
、「
田
舎
暮
ら
し
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
88
‐
８
１
０
６

■
住
み
込
み
で
お
手
伝
い

　　

市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
田
舎

暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
都
会

か
ら
の
参
加
者
が
市
内
の
各
農
家

か
ら
食
事
と
宿
泊
先
の
提
供
を
受

け
て
、
農
作
業
な
ど
を
手
伝
う
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
と
連
携
し
て
都
市
圏
や
各
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
、
大
学
な
ど
へ
情
報
を

発
信
し
、現
在
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
日

本
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
セ
ン

タ
ー
）
や
京
都
産
業
大
学
、
福
井

工
業
大
学
な
ど
と
友
好
を
深
め
、

参
加
者
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
参
加
者
は
１
５
７
人
に

な
り
、
過
去
最
高
の
参
加
人
数
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
11
月
末
現

在
で
68
人
の
参
加
者
が
き
て
お

り
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
累
計
参

加
者
は
７
５
３
人
と
な
り
ま
し

た
。

■
参
加
者
に
つ
い
て

　　

今
年
の
参
加
者
は
、
女
性
の
学

生
が
多
く
、
と
て
も
や
る
気
が
あ

る
方
が
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

社
会
人
の
方
は
普
段
で
き
な
い
体

験
が
し
た
い
と
休
み
を
利
用
し
て

参
加
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
農
業
体
験

が
人
気
で
す
。
地
域
別
で
は
中
部

圏
の
参
加
者
が
多
い
で
す
が
、
北

は
埼
玉
県
、
南
は
山
口
県
か
ら
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
滞
在
期
間
は

２
泊
ま
で
の
短
期
間
の
参
加
が
多

い
で
す
が
、
長
期
休
暇
、
夏
休
み

を
利
用
し
た
長
期
間
の
参
加
も
あ

り
、
25
％
の
方
が
５
泊
以
上
滞
在

さ
れ
ま
し
た
。

　2泊3日ですごく内容の濃い体験をさせていただき
ました。このボランティアに参加して本当によかった
です。 （20代女性）

　今回は1泊しかできませんでしたが、いろんな作業
を手伝わせていただけて、来てよかったです。 

（10代女性）

　とても実りのある時間を過ごすことができました。
農家さんの優しさにいやされました。 （20代女性）

【参加者の声】

参加者の内訳（11月末現在）

性　別 人　数 年　代 人　数

男 31 10代 8

女 37 20代 47

計 68 30代 9

40代 4

職　業 人　数 計 68

社会人 22

学　生 43

その他 3

計 68

体験の内容 人　数

ジャージー牛のお世話 17

農家さんのお仕事 17

古民家の再生、登山道整備、地域
再生のお手伝い

29

耕作放棄地の再生 2

間伐体験、豪雪体験 2

フクジュソウ群生地の保全 1

計 68

※ 複数の内容を体験した方は、主に体験した
プログラムで集計しています

牛のお世話（平泉寺町小矢谷）

なすの収穫（平泉寺町大渡）

　市では、本事業の参加者の受け入れをし
たいという農家さんを募集しています。詳
しくは、下記までお問合せください。
問　農業政策課（市役所１階）
　　☎88 ｰ 8106


